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２
０
０
９
年
の
衆
議
院
選
挙
で
、
民

主
党
政
権
と
な
り
、
翌
年
の
参
議
院
選

挙
で
、
え
さ
き
た
か
し
参
議
が
誕
生
し

た
。
し
か
し
、
２
０
１
２
年
の
衆
議
院

選
挙
で
政
権
を
失
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

安
倍
首
相
の
暴
走
が
続
き
戦
後
最
大
の

平
和
の
危
機
に
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を

許
し
て
し
ま
っ
た
の
は
私
た
ち
で
あ
り

取
り
組
み
の
弱
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
年
４
月
の
衆

議
院
５
区
補
選
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

が
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
左
右
す
る
。
今

を
生
き
る
世
代
と
し
て
の
役
割
は
大
き

く
無
関
心
で
は
す
ま
な
い
。

人の明日を咲かせよう

新年号紙面

新
地
本
四
役
・
忙
中
余
話

「
お
い
し
い
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

２
０
１
５
年
を
ふ
り
返
る

２
０
１
６
地
本
の
い
ち
お
し

４

面

２

３

面

躍
進
で
参
議
院
に
お
け
る
与

野
党
の
緊
張
感
を
つ
く
り
あ

げ
、
政
治
を
国
民
の
側
に
と

り
も
ど
し
、
安
倍
暴
走
政
治

を
止
め
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。
そ
の
う
え
で
政
権
交
代

を
展
望
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

超
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
困
難
を
伴
う
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
組
合

員
の
み
な
さ
ん
が
自
治
労
の

旗
の
も
と
に
結
集
し
、
団
結

の
力
を
も
っ
て
乗
り
超
え
ら

れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
本
部
は
そ
の
先

頭
を
走
り
続
け
る
こ
と
を
お

誓
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

争
法
」
の
強
行
採
決
や
、
労

働
者
派
遣
法
改
悪
に
反
対
す

る
た
た
か
い
に
、
結
集
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
衆
議
院
北
海
道

５
区
補
欠
選
挙
、
３
年
に
一

度
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
参
議
院
選
挙
比

例
代
表
、
自
治
労
組
織
内

「
え
さ
き
た
か
し
」
さ
ん
の

圧
倒
的
な
勝
利
に
む
け
、
知

友
人
の
紹
介
運
動
な
ど
組
織

の
総
力
を
あ
げ
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
昨
年
来
、
数
の

力
に
よ
る
暴
挙
を
ま
ざ
ま
ざ

と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
部
の
大
企
業
を
優
先
し
、

国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
政

治
を
変
え
、
働
く
こ
と
で
さ

さ
や
か
な
が
ら
も
安
心
で
安

全
に
生
活
で
き
る
政
治
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
夏
の

参
議
院
選
挙
で
は
、
民
主
党

を
中
心
と
す
る
野
党
勢
力
の

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
暮
れ
の

衆
議
院
解
散
総
選
挙
に
引
き

続
く
統
一
自
治
体
選
挙
闘

争
、
２
年
連
続
の
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
と
格
差
是
正
を
め
ざ
し

た
国
民
春
闘
。
ま
た
、
自
公

政
権
に
よ
る
数
の
力
で
平
和

憲
法
を
捻
じ
曲
げ
て
の
「
戦

　

自
治
労
北
海
道
本
部
に
結

集
す
る
組
合
員
・
家
族
、
諸

先
輩
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
お

大
出
　
彰
良

執
行
委
員
長 え
さ
き 

た
か
し
圧
勝

自
治
労
北
海
道
本
部

団
結
の
力
を
も
っ
て
乗
り
越
え
る

さき 咲き

えさき
参
議
院
議
員

え
さ
き
た
か
し

● 地域密着の公共サービスを

● 持続可能な格差のない社会を

● 全世代対応の社会保障制度を

● 男女がともに輝く社会を

● 地域分散型エネルギー社会を

● 平和な国際社会の実現を

自治労の政策要求

道本部役職員一同、組合員のみなさんの先頭に立ってがんばります！
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応募方法

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
第
24
回
参
議

院
議
員
選
挙

推
せ
ん
候
補
予
定
者

参
院
選
に
我
々
が
勝
利
し
、

暴
走
す
る
安
倍
政
権
に
ブ
レ

ー
キ
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
で
す
。
私
も
全
力
で

た
た
か
い
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
本
部
の
皆
さ
ん
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
の

え
さ
き
　
た
か
し

参
議
院
議
員（
全
国
比
例
代
表
）

立
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
の
衆
議
院
北
海
道
５

区
補
欠
選
挙
、
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
『
一
強
他
弱
の
政

治
』
か
ら
、『
安
心
の
政
治
』

を
取
り
戻
す
た
め
、
自
治
労

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

　

昨
年
の
国
会
で
は
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
の
あ
る
法

律
が
、
次
々
と
数
の
力
で
成

徳
永
　
エ
リ

参
議
院
議
員（
北
海
道
選
挙
区
）

保
法
制
の
制
定
な
ど
、
安
倍

政
権
の
暴
走
が
加
速
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
北
海
道
５
区
・

衆
院
補
欠
選
挙
、
参
議
院
選

挙
、
さ
ら
に
衆
・
参
同
時
選
挙

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

選
挙
に
勝
利
し
、
こ
の
暴
走

を
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、
憲
法
違
反
の
安

お
お
さ
か
　
誠
二

衆
議
院
議
員

暴
挙
で
労
働
者
・
生
活
者
の
人

権
を
無
視
し
た
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
世
代
も
含
め
た
国
民

生
活
の
安
心
の
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
仲
間
「
え
さ
き
た
か
し
」

の
必
勝
に
む
け
、
と
も
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　

今
の
政
治
は
、
安
倍
政
権
の

あ
い
は
ら
　
く
み
こ

参
議
院
議
員

主
義
に
違
反
す
る
安
保
法

制
、
派
遣
法
改
悪
が
強
行
さ

れ
、
今
後
も
労
働
三
法
が
狙

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
自

治
労
の
皆
様
と
と
も
に
参
院

選
を
た
た
か
い
抜
き
、
安
倍

政
権
の
暴
走
を
食
い
止
め
る

活
動
に
ま
い
進
し
ま
す
。

　

昨
年
は
憲
法
・
立
憲
・
民
主

さ
さ
き
　
隆
博

衆
議
院
議
員
（
政
策
協
力
）

「
要
求
―
交
渉
―
妥
結
」
の
交
渉

サ
イ
ク
ル
確
立
■
２
０
１
５
国

民
春
闘
討
論
集
会
＝
１
月
９
日

「
秋
元
克
広
」
札
幌
市
長
初
当
選

■
４
５
３
，３
９
８
票
を
獲
得
。

激
戦
を
制
し
た
＝
４
月
12
日

知
事
選
で『
佐
藤
の
り
ゆ
き
』
さ

ん
を
推
薦
決
定
■
山
上
委
員
長

（
当
時
）
と
握
手
＝
２
月
24
日

格
差
是
正
に
全
力
、
平
和
な

社
会
を
つ
く
る
■
第
86
回
全

道
メ
ー
デ
ー
＝
５
月
１
日

「
平
和
な
社
会
」を
次
世
代
へ
■
約
５
，

５
０
０
人
が
集
ま
っ
た
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
北
海
道
大
集
会
＝
６
月
20
日

連
日
行
わ
れ
た
「
戦
争
を
さ
せ
な
い

総
が
か
り
行
動
」
■
国
会
前
に
は
12

万
人
が
集
ま
っ
た
＝
８
月
30
日

川
本
新
体
制
『
た
く
ま
し
く
、

し
な
や
か
に
、
た
え
ま
な
く
』

■
自
治
労
本
部
委
員
長
に
川
本

淳
さ
ん
が
就
任
＝
８
月
26
日

大
出
新
体
制
、『
え
さ
き
』

『
徳
永
』
再
選
！
組
織
強
化

拡
大
に
全
力
■
道
本
部
第
57

回
定
期
大
会
＝
９
月
29
日

札
幌
市
職
連
が
２
連
覇
■
第

29
回
全
国
女
子
バ
レ
ー
大
会

＝
９
月
14
日

地
公
三
者
、
17
年
の
独
自
削
減

に
終
止
符
■
地
公
三
者
昼
休

み
総
決
起
集
会
＝
11
月
17
日

『
憲
法
違
反
の
政
権
』
は
退
陣
だ
■

安
倍
政
権
が
『
戦
争
関
連
法
案
』
を

参
議
院
で
強
行
採
決
＝
９
月
19
日

強
行
踏
査
か
ら
30
回
目
の
集

会
■
11
・
23
幌
延
デ
ー
＝
11

月
23
日

統
一
自
治
体
選
挙
で
組
織
内
道
議
11
人
、
札
幌
市
議
４
人
当
選
■

初
当
選
を
果
た
し
た
、
藤
川
ま
さ
し
さ
ん
（
写
真
上
・
札
幌
市
中

央
区
）、
小
岩
ひ
と
し
さ
ん
（
写
真
下
・
北
広
島
市
）
＝
４
月
12
日

世相を象徴する漢字は『安』

2015年をふり返る
　８月の自治労・石川大会で、川本淳委員長を選出。北海道から
５人目の選出となった。安倍政権は、９月19日、参議院で「戦
争関連法案」を強行採決した。戦後70年を迎えた節目の年に、
日本の平和主義・民主主義がまさに危機的状況に追い込まれ、こ
れまで以上に、政治闘争の必要性や重要性が浮き彫りになった。

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
北
海

道
本
部
（
自
治
労
北
海
道
本
部
）

�

執
行
委
員
長　

大
出　

彰
良

�

外
役
職
員
一
同

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
中
央
本
部
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中
央
執
行
委
員
長　

川
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淳

�

中
央
執
行
委
員　

石
上　

千
博
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真
紀
子
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駒
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由
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自
治
労
共
済
生
協

�

常
務
理
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三
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正
一

連
合
本
部

�

総
合
政
策
局
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平
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則
男

（
社
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生
活
経
済
政
策
研
究
所

専
務
理
事
・
事
務
局
長

�

大
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正
彦

全
労
済
自
治
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共
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部
北
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大
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彰
良

　
　
　

事
務
局
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木
村
美
智
留

�

外
役
職
員
一
同

自
治
労
社
会
保
険
関
係
労
連

中
央
執
行
委
員
長　

芳
賀　

直
行

連
合
北
海
道

�

会
長　

出
村　

良
平

政
治
セ
ン
タ
ー
幹
事
長

�

藤
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敏
弘

�

執
行
委
員　

永
田　

重
人

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

代　
　
　

表　

山
木　

紀
彦

�

事
務
局
次
長　

佐
藤　

環
樹

北
海
道
労
働
金
庫

�

理
事
長　

髙
柳　
　

薫

全
労
済
北
海
道
本
部

�

本
部
長　

山
上　
　

潔

北
海
道
労
働
委
員
会

�

委
員　

馬
場　
　

修

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治

研
究
所

�

常
務
理
事　

杉
谷　

光
一

財
団
法
人
北
海
道
自
治
労
会
館

�

理
事
長　

大
出　

彰
良

�

外
役
職
員
一
同

自
治
労
北
海
道
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

会　
　
　

長　

高
橋　
　

亨

�

外
会
員
一
同

�

参
議
院
議
員　

相
原
久
美
子

�

衆
議
院
議
員　

逢
坂　

誠
二

自
治
労
北
海
道
本
部

�

顧　
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中
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次
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〃　
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金
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誠
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〃　
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〃　
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仲
野　

博
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〃　
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後
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森
重

�������

〃　
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大
原　

義
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北
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英
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�������

〃　
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朗

�������

〃　
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三
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修
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�������

〃　
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冨
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�������

〃　

�����

大
場　

博
之

�������

〃　

�����

三
浦　

正
道

�������

〃　

�����

金
田　

文
夫

�������

〃　

�����

田
川　

靖
一

�������

〃　

�����

林　
　

亮
一

�������

〃　

�����

友
利　

和
男

�������

〃　

�����

佐
藤　

富
夫

�������

〃　

�����

古
川　

隆
之

●あて先
〒060-0806
　札幌市北区北６条西７丁目自治労会館２階
　自治労北海道本部「おいしいものプレゼント」係
●締め切り
　2016年１月22日（金）消印有効
●当選者発表
　�正解と当選者発表は「自治労北海道」2016年２月
に発行する機関紙に掲載予定

　道本部執行委員長の名前
を漢字・フルネームでお答

【ヒント】紙面をよく見てください。

『○○　○○』

〔問題〕

今
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

2016
賀正

（応募は１組合員１応募です）
　はがきに①～⑥を記入しご応募下さい。厳選なる抽選で、
当選者にプレゼントをお送りします。
①答え
②第１希望、第２希望のプレゼント名
③所属の単組名（自分の所属している単位組合名です）
④住所・名前・年齢・職種
⑤連絡先電話番号
⑥新年号「自治労北海道」の感想（必須）

おいしいものプレゼント2016

地本のいち
おし

スパークリングワイン『エマウリと
昆布』のセットを１人にプレゼン
ト！写真（右）樋口葵惟さん、（左）
村山京太郎さん

　

様
似
産
イ
チ
ゴ
を
１
０
０

％
使
用
し
た
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ワ
イ
ン
『
エ
マ
ウ
リ
』
。

甘
さ
は
控
え
め
で
ド
ラ
イ
な

感
じ
な
が
ら
も
、
イ
チ
ゴ
の

に
認
定
さ
れ
た
、
ア
ポ
イ
岳
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ま
ち
様
似

町
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。
写

真
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
、
『
昆

布
』
も
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

日高
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン『
エ
マ
ウ
リ
と
昆
布
』セ
ッ
ト

様
似
町
職

村
山
京
太
郎

樋
口　

葵
惟

ん
さ
ん
さ

香
り
が
華
や

か
に
広
が
り

ま
す
。
エ
マ

ウ
リ
は
ア
イ

ヌ
語
で
「
イ

チ
ゴ
」
の
意

味
。
昨
年
ユ

ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク

『チーズとビーフジャーキー』セッ
トを２人にプレゼント！写真（右）
伊藤ほたるさん、（左）大西亮子さん

　

『
カ
チ
ョ
カ
ヴ
ァ
ロ
と
さ

け
る
チ
ー
ズ
』
は
伊
達
市
近

郊
の
新
鮮
な
生
乳
に
こ
だ
わ

っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
柔

ら
か
く
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て

も
ミ
ル
ク
の
甘
さ
が
お
口
い

乾
燥
。
お
肉
の
ジ
ュ
ー
シ
ー

さ
と
旨
味
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
の

お
つ
ま
み
に
合
う
セ
ッ
ト
で

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
！

胆振
伊
達
市
の『
チ
ー
ズ
と
ビ
ー
フ
ジ
ャ
ー
キ
ー
』セ
ッ
ト

伊
達
市
労
連

大
西　

亮
子

伊
藤
ほ
た
る

ん
さ
ん
さ

っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま

す
。
熱
す
る
と
と
ろ

け
る
の
で
お
料
理
に

も
！
『
ワ
イ
ル
ド
ビ

ー
フ
ス
テ
ー
キ
』
は

道
産
特
選
醤
油
と
無

添
加
赤
ワ
イ
ン
の
特

性
ダ
レ
に
漬
け
込
み

『ふかがわシードル』２本セットを４人
にプレゼント！（写真左から）宗石雅美
さん、田中千絵さん、佐伯沙織さん

　

深
川
産
リ
ン
ゴ
１
０
０
％

の
果
実
酒
『
ふ
か
が
わ
シ
ー

ド
ル
』
は
２
０
１
５
年
か
ら

「
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
山
の
駅

お
と
え
」
で
醸
造
を
開
始

の
か
な
甘
さ
と
、
口
当
た
り

の
良
い
天
然
発
酵
の
き
め
細

や
か
な
炭
酸
が
特
長
で
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
！

空知
爽
快『
ふ
か
が
わ
シ
ー
ド
ル
』セ
ッ
ト

深
川
市
職
労

田
中　

千
絵
ん
さ

佐
伯　

沙
織
ん
さ

宗
石　

雅
美
ん
さ

し
、
こ
れ
ま
で

の
「
り
ん
ご
の

ぷ
ち
ぷ
ち
ワ
イ

ン
」
か
ら
名
称

と
ラ
ベ
ル
を
一

新
し
、『
ふ
か
が

わ
シ
ー
ド
ル
』

と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
ほ

『ふぐだし・ハスカップシロップ』の
セットを３人にプレゼント！写真（左）
前出美咲さん、（右）吉田百花さん

　

初
山
別
で
獲
れ
た
『
ふ
ぐ

の
骨
を
ダ
シ
』
に
し
て
そ
ば

つ
ゆ
を
作
っ
て
み
た
ら
、
こ

れ
が
ま
た
美
味
！
良
い
ダ
シ

と
コ
ク
が
出
て
、
深
み
の
あ

に
と
け
出
し
た
エ
キ
ス
で
作

っ
た
『
ハ
ス
カ
ッ
プ
シ
ロ
ッ

プ
』
を
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

留萌
『
ふ
ぐ
だ
し・ハ
ス
カ
ッ
プ
シ
ロ
ッ
プ
』セ
ッ
ト

初
山
別
村
職

吉
田　

百
花

前
出　

美
咲

ん
さ
ん
さ

る
味
に
仕
上
が

っ
た
そ
ば
つ
ゆ

と
、
役
場
が
主

体
と
な
っ
て
生

産
し
て
い
る
ハ

ス
カ
ッ
プ
の
果

実
を
何
度
も
何

度
も
シ
ロ
ッ
プ

に
漬
け
、
自
然

石狩

『スープカレー』４点セット「奥芝
商店」「曼荼羅」「ｌａｖｉ」「ヨシミ」
を１人にプレゼント

　

『
ス
ー
プ
カ
レ
ー
』
は
、
今

か
ら
40
年
前
に
札
幌
で
発
祥

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
札
幌
か
ら
人
気
の
４
点

セ
ッ
ト
「
奥
芝
商
店
」「
曼
荼

り
し
た
味
わ
い
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
の
あ
る
ス
ー
プ
カ

レ
ー
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
。
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
！

『
ス
ー
プ
カ
レ
ー
』
４
点
セ
ッ
ト

札
幌
市
職
連

髙
橋　

知
花
ん
さ

羅
」
「
ｌ
ａ
ｖ

ｉ
」「
ヨ
シ
ミ
」

を
１
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

上
品
か
つ
奥

深
い
味
わ
い
か

ら
、
独
特
の
風

味
、
濃
厚
で
じ

っ
く
り
じ
ん
わ

後志

道の駅限定販売のゆり根スイーツを
含む『ゆり根』セットを２人にプレ
ゼント！

　

演
歌
歌
手
・
細
川
た
か
し

さ
ん
の
出
身
地
、
真
狩
村
か

ら
は�

生
産
量
日
本
一
を
誇

る
『
ゆ
り
根
』
セ
ッ
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。

中
」
「
ゆ
り
根
カ
ス
テ
ラ
」

「
ゆ
り
根
パ
イ
ま
ん
じ
ゅ
う
」

な
ど
、
ゆ
り
根
づ
く
し
の
セ

ッ
ト
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

生
産
量
日
本
一
！
真
狩『
ゆ
り
根
』セ
ッ
ト

真
狩
村
職
労

後
藤　

は
る
か
ん
さ

　

５
～
６
年
の

歳
月
を
か
け
て

収
穫
さ
れ
た
ゆ

り
根
は
も
ち
ろ

ん
、
ゆ
り
根
の

ス
イ
ー
ツ
と
し

て
、
近
年
道
の

駅
で
は
大
人
気

の�

「
ゆ
り
根
最

宗谷

中頓別町の『砂金ラーメン』『砂金よ
うかん』『利休箸』をセットで１人に
プレゼント

　

『
砂
金
ラ
ー
メ
ン
』
と
『
砂

金
よ
う
か
ん
』
は
、
か
つ
て

中
頓
別
町
が
砂
金
に
よ
る
ゴ

ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
栄
え
た

歴
史
に
ち
な
ん
で
金
箔
が
ま

品
で
す
。
中
頓
別
の
木
材
を

加
工
し
た
『
利
休
箸
』
と
セ

ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

中
頓
別
町
の『
名
産
品
』セ
ッ
ト

中
頓
別
町
職

鈴
木　

愛
ん
さ

ぶ
し
て
あ
り
ま

す
。『
砂
金
ラ
ー

メ
ン
』
は
真
っ

黒
な
竹
炭
黒
麺

に
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
塩
を
使
っ
た

濃
厚
な
塩
味
に

な
っ
て
お
り
、

お
す
す
め
の
一

網走

『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
乳
製
品
』
セ
ッ
ト
を
１
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

　

興
部
町
か
ら
は
、
生
キ
ャ

ラ
メ
ル
発
祥
と
し
て
知
ら
れ

る
「North�

Plain�
Farm

」�

さ
ん
の
『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
乳

製
品
』
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

チ
ー
ズ
等
の
乳
製
品
を
、
是

非
、
ご
賞
味
下
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

興
部
町『
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
乳
製
品
』セ
ッ
ト

興
部
町
職

山
根
あ
り
さ
ん
さ

ト
し
ま
す
。

牧
草
か
ら
乳

製
品
ま
で
安

心
・
安
全
に

取
り
組
み
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
を
取
得

し

た
、

牛

乳
・
バ
タ
ー
・

本部

『本部の品』を２人にプレゼントします！『本
部の品』？を持つ（写真はイメージです）、
川本中央執行委員長（中央）、石上中央執行
委員（左）、岸中央執行委員（右）

　

東
京
で
北
海
道
本
部
を
代

表
し
て
、
日
々
奮
闘
し
て
い

る
道
本
部
特
別
執
行
委
員
の

が
届
く
か
こ
う
ご
期
待
で

す
！
（
希
望
者
は
『
本
部
の

品
』
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

本
部
専
従
者
か
ら
、
お
い
し
い
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

自
治
労
本
部

自
治
労
道
本
部

川
本
淳
・
中

央
執
行
委
員

長
、
中
央
執

行
委
員
の
石

上

千

博

さ

ん
、
岸
真
紀

子
さ
ん
か
ら

『
お
い
し
い

も
の
』
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
！
な
に

檜山

厚沢部町の『じゃがいも焼酎』を１人に
プレゼントします！※じゃがいも焼酎の
美味しさに「酔いしれる」厚沢部町職・
中里さん

　

「
メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地
」

厚
沢
部
町
か
ら
、
メ
ー
ク
イ

ン
で
つ
く
ら
れ
た
『
じ
ゃ
が

い
も
焼
酎
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
ら
ク
セ
が
な
く
飲
み
や
す

い
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
酔
い
覚
め
感
も
大
変
ス

ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す
。

飲
み
す
ぎ
に
注
意
？
厚
沢
部
町『
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
』

厚
沢
部
町
職

中
里　

知
弘
ん
さ

し
ま
す
。
特
別

限
定
版
「
長
期

甕
貯
蔵
」
は
、

厚
沢
部
工
場
の

他
の
焼
酎
の
淡

麗
な
仕
上
が
り

と
は
異
な
り
、

コ
ク
と
ま
ろ
や

か
さ
が
特
徴
で

す
。
し
か
し
な

釧根

鶴居村・酪楽館の『ナチュラルチーズ
鶴居』セットを２人にプレゼント！

　

鶴
居
村
の
酪
農
家
が
大
切

に
育
て
た
牛
か
ら
の
搾
り
た

て
の
生
乳
を
使
い
、『
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
鶴
居
』
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
一
番
の
お
す

　

今
回
は
、
こ
の
「
鶴
居
シ

ル
バ
ー
ラ
ベ
ル
」
を
含
む
セ

ッ
ト
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の

で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
鶴
居
』
セ
ッ
ト

鶴
居
村
職
労

岩
井　

亮
達
ん
さ

す
め
は
80
日
以

上
熟
成
の
「
鶴

居
シ
ル
バ
ー
ラ

ベ
ル
」
で
す
。

や
や
し
っ
か
り

と
し
た
弾
力
で

コ
ク
が
あ
り
、

穏
や
か
で
素
直

な
味
わ
い
で
す
。

上川

あ
さ
っ
ぴ
ー
推
奨
！
『
旭
川
ラ
ー
メ
ン
詰
め

合
わ
せ
』
を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

旭
川
市
か
ら
は
、
ゆ
る
キ

ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
念
願
の

道
内
１
位
に
な
っ
た
〝
あ
さ

っ
ぴ
ー
〟
が
オ
ス
ス
メ
す
る

『
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
詰
め
合

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
♪

　

あ
さ
っ
ぴ
ー
と
お
揃
い
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
腕
か

ら
ぶ
ら
さ
げ
て
み
て
も
（
？
）

あ
さ
っ
ぴ
ー
推
奨
！『
旭
川
ラ
ー
メ
ン
詰
め
合
わ
せ
』

旭
川
市
職
労

清
水　

翔
吾
ん
さ

わ
せ
』
を
２
人

の
方
に
お
届
け

し
ま
す
。
旭
川

と
い
え
ば
ラ
ー

メ
ン
！
有
名
店

の
ラ
ー
メ
ン
を

ぜ
ひ
食
べ
比
べ

て
、
あ
な
た
の

お
気
に
入
り
を

渡島

知
内
町
の
今
が
旬
な
『
殻
付
か
き
』
を
１
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

　

知
内
町
か
ら
、
今
が
旬
な

『
殻
付
か
き
』
を
用
意
し
ま

し
た
！

　

知
内
町
の
カ
キ
は
、
津
軽

海
峡
の
早
い
海
流
で
育
ち
、

全
国
的
に
も
珍
し
く
外
海
で

あ
り
栄
養
満
点
！

　

他
の
町
で
食
べ
る
よ
り

も
、
食
べ
ご
た
え
の
あ
る
カ

キ
を
、
ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
！

知
内
町
産
『
殻
付
か
き
』

知
内
町
職

成
田　

琢
馬
ん
さ

の
養
殖
で

あ

る

た

め
、
殻
が

大
き
く
、

身
が
良
く

し
ま
っ
て

い
る
と
い

う
魅
力
も

十勝

音更町の『味覚セット』を１人にプ
レゼントします

　

音
更
町
は
、
十
勝
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
、
日
本
を

代
表
す
る
食
糧
基
地
で
す
。

　

特
に
小
麦
、
小
豆
、
に
ん

じ
ん
は
有
数
の
生
産
量
を
誇

　

今
回
は
、
音
更
産
小
麦
１

０
０
％
の
う
ど
ん
、
よ
つ
葉

乳
業
の
チ
ー
ズ
各
種
、
煮
豆

の
音
更
町
の『
味
覚
セ
ッ
ト
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

音
更
町
の『
味
覚
セ
ッ
ト
』

音
更
町
職

松
井　

由
香
ん
さ

り
、
小
豆
は
伊
勢
名
物
の

〇
福（
マ
ル
フ
ク
）を
は
じ

め
、
各
地
の
老
舗
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音

更
大
袖
振
大
豆
は
、
糖
度

や
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
含
有

率
が
一
般
的
大
豆
の
２
・

５
倍
で
あ
り
、
そ
の
豆
腐

は
格
別
の
味
わ
い
で
す
。

道本部

北菓楼の『バウムクーヘン・妖精
の森』を10人にプレゼントします。
写真は北菓楼の本店がある、砂川
市職労出身の和田副委員長

　

ふ
わ
っ
と
し
た
口
当
た

り
、
ほ
ど
よ
い
口
ど
け
、
そ

し
て
し
っ
と
り
と
口
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
さ
わ
や
か
な
甘

さ
。
北
海
道
の
自
然
に
恵
ま

れ
た
食
材
を
使
用
し
、
独
自

を
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ

い
！

　

（
希
望
者
は
『
道
本
部
の

品
』
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

北
菓
楼
の『
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン・妖
精
の
森
』

製
法
・
独

自
の
窯
で

焼
き
あ
げ

た
、
北
菓

楼
の
『
バ

ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
・
妖

精
の
森
』

えください。

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
組
織
内

政
策
協
力
国
会
議
員

自
治
労
組
織
内
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昨
年
、
専
従
期
間
も
残
り
３
カ
月
…
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
が
、
延
長
し
て
し

ま
い
、
間
違
い
な
く
残
り
１
カ
月
で
す
。

改
め
て
各
種
闘
争
か
ら
組
織
強
化
の
必
要

性
と
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
を
実

感
す
る
毎
日
で
し
た
。
引
き
続
き
、
単
組

の
組
織
強
化
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
労
働
組
合
の
原
点
に
返
り
、

一
人
は
万
人
の
た
め
、
万
人
は
一
人
の
た

め
と
言
う
言
葉
の
と
お
り
、
助
け
合
う
こ

と
、
支
え
合
う
こ
と
を
基
本
に
地
域
で
働

く
労
働
者
が
元
気
の
出
る
組
合
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
て
、
な
ん
と

か
年
が
越
せ
る
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
忙

し
い
な
か
で
も
取
り
組
み
に
協
力
し
て
く

れ
る
単
組
・
総
支
部
の
方
々
に
感
謝
し
な

が
ら
、
こ
の
１
年
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
専
従
と
な
り
早
９
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
と
出
会
い
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
自

治
労
運
動
前
進
に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う

ご

ざ
い

ま

す
。
組
合
員
・

家
族
の
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
▼
消
費
税
10
％
引

き
上
げ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
る

軽
減
税
率
は
加
工
食
品
も
含

め
１
兆
円
以
上
に
ふ
く
ら
ん

だ
。
そ
の
財
源
は
確
保
さ
れ

て
い
な
く
、
地
方
の
減
収
は

３
千
億
円
に
上
る
。
軽
減
税

率
は
低
所
得
者
の
た
め
と
言

う
が
、
高
所
得
者
の
方
が
恩

恵
は
大
き
い
。
新
聞
に
ま
で

広
げ
た
こ
と
に
き
な
臭
さ
も

感
じ
る
▼
そ
も
そ
も
消
費
税

の
引
き
上
げ
は
社
会
保
障
を

拡
充
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
社
会
保
障
の
充
実
こ

そ
が
低
所
得
者
を
救
う
は
ず

だ
。
だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な

い
▼
さ
ら
に
、
低
所
得
の
年

金
受
給
者
、
約
１
２
５
０
万

人
に
対
し
３
万
円
の
給
付
を

行
う
と
の
こ
と
。
参
院
選
目

当
て
の
ば
ら
ま
き
で
あ
る
。

安
倍
政
権
の
狙
い
は
参
院
選

に
勝
っ
て
改
憲
を
進
め
る
こ

と
だ
。
こ
の
国
の
平
和
と
民

主
主
義
が
奪
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
▼
今
夏
の
参
院
選
が

正
念
場
だ
。え
さ
き
た
か
し
、

徳
永
エ
リ
を
私
た
ち
の
力
で

圧
倒
的
に
勝
利
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。�（
三
浦
和
枝
）

胆
振

十
勝

日
高

網
走

檜
山

空
知

留
萌

渡
島

宗
谷

　

統
一
選
ま
っ
た
だ
中
に
始
ま
っ
た
専
従

生
活
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
９
カ
月
。
課
題

は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
至
上
命
題

は
『
え
さ
き
た
か
し
』
必
勝
！
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

専
従
と
し
て
稚
内
に
来
て
早
い
も
の
で

３
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
専
従
に
入
る
の

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
分
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
に
、
各
単
組
と
連
携
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

書
記
長　
　

上
山
謙
太
郎
（
恵
庭
市
職
労
・
専
従
）

書

記

長　

米
田　

尚
弘
（
小
平
町
職
・
専
従
）

書

記

長　

石
井　

淳
平
（
厚
沢
部
町
職
・
専
従
）

副
委
員
長　

大
澤　

清
一
（
様
似
町
職
・
専
従
）

書

記

長　

鈴
木　

佑
太
（
羅
臼
町
職
労
・
専
従
）

副
委
員
長　

森　
　

智
基
（
佐
呂
間
町
職
労
・
専
従
）

副
委
員
長　

渡
辺　
　

誠
（
厚
真
町
職
・
専
従
）

委

員

長　

浅
野　

幹
昌
（
芦
別
市
職
労
・
専
従
）

委

員

長　

田
中　

剛
己
（
足
寄
町
職
労
・
専
従
）

委

員

長　

佐
藤　
　

理
（
積
丹
町
職
・
専
従
）

書

記

長　

石
川　

拓
哉
（
中
頓
別
町
職
・
専
従
）

委

員

長　

高
口　

博
美
（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

副
委
員
長　

宮
森　

貴
大
（
稚
内
市
労
連
）

副
委
員
長　

高
瀬　

孝
弘
（
枝

幸

町

職
）

副
委
員
長　

櫻
庭　
　

信
（
浜
頓
別
町
職
）

書
記
次
長　

佐
藤　

宏
樹
（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

書
記
次
長　

末
永　

祐
樹
（
猿

払

村

職
）

副
委
員
長　

長
能　

朋
広
（
名
寄
市
職
労
・
専
従
）

委

員

長　

川
村　

哲
也
（
函
館
市
職
労
・
専
従
）

副
委
員
長　

小
林　
　

暁
（
七
飯
町
労
連
）

副
委
員
長　

柴
田　

正
哲
（
森

町

職

労
）

書
記
次
長　

髙
畠　
　

学
（
函
館
市
職
労
）

書
記
次
長　

柴
田　

和
弘
（
七
飯
町
労
連
）

委

員

長　

杉
本　

孝
司
（
全
道
庁
労
連
札
幌
総
支
部
）

副
委
員
長　

笠
原　

正
利
（
札

幌

市

労
）

副
委
員
長　

榎
本　

元
樹
（
千
歳
市
職
労
）

書
記
次
長　

山
田　

雄
治
（
札
幌
病
職
労
）

書
記
次
長　

菅
原　

直
樹
（
石
狩
市
職
労
）

委

員

長　

北
山　

清
喜
（
全
道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
）

副
委
員
長　

伊
藤　

広
和
（
苫

前

町

職
）

副
委
員
長　

柿
崎　

克
之
（
遠

別

町

職
）

書
記
次
長　

山
村　

昌
範
（
全
道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
）

書
記
次
長　

沖
田　

雅
己
（
留
萌
市
労
連
）

書
記
次
長　

東　
　

優
樹
（
初
山
別
村
職
）

副
委
員
長　

村
上　
　

学
（
小
樽
市
職
労
）

副
委
員
長　

南
方　

克
則
（
全
道
庁
労
連
後
志
総
支
部
）

副
委
員
長　

阿
部　

由
美
（
小
樽
病
職
労
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
岩
内
町
職
労
）

書
記
次
長　

楠　

美
紀
貴
（
共

和

町

職
）

委

員

長　

奥
村　

大
樹
（
せ
た
な
町
職
）

副
委
員
長　

近
藤　

克
俊
（
今

金

町

職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
江
差
町
職
労
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
奥

尻

町

職
）

副
委
員
長　

北
浦　

美
雄
（
南
部
檜
山
衛
生
労
組
）

副
委
員
長　

小
川　

雄
大
（
全
道
庁
労
連
檜
山
総
支
部
）�

副
委
員
長　

野
崎　

真
丈
（
上
ノ
国
町
職
）

書
記
次
長　

小
伊
勢
祐
太
（
乙

部

町

職
）

委

員

長　

吉
田　

正
明
（
浦
河
町
職
労
）

副
委
員
長　

星　
　

直
樹
（
全
道
庁
労
連
日
高
総
支
部
）

副
委
員
長　

森　
　

勝
利
（
新
ひ
だ
か
町
職
）

副
委
員
長　

奈
良　
　

匡
（
日

高

町

職
）

書

記

長　

鈴
木　

智
久
（
新

冠

町

職
）

委

員

長　

表　
　

健
一
（
中
標
津
町
労
連
）

副
委
員
長　

仲
野　

晶
識
（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）

副
委
員
長　

三
宅　

正
剛
（
釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
）

副
委
員
長　

大
中　

公
史
（
釧

路

町

職
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
中
標
津
町
労
連
）

書
記
次
長　

松
尾　

昭
夫
（
鶴
居
村
職
労
）

書
記
次
長　

白
幡　

百
世
（
く
し
ろ
児
童
厚
生
員
ユ
ニ
オ
ン
）

書

記

長　

立
花　

良
行
（
美
幌
町
職
労
・
専
従
）

委

員

長　

武
山　

和
史
（
斜
里
町
労
連
）

副
委
員
長　

土
田
美
登
里
（
北
見
市
労
連
）

副
委
員
長　

山
田　

新
治
（
津

別

町

職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
全
道
庁
労
連
網
走
総
支
部
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
北
見
市
労
連
・
職
能
評
議
長
）

書
記
次
長　

選
出
中

書
記
次
長　

中
西　

厳
太
（
雄

武

町

職
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
青

年

部

長
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
女

性

部

長)

委

員

長　

髙
橋　

宏
尚
（
苫
小
牧
市
職
労
）

副
委
員
長　

横
山　

貴
之
（
全
道
庁
労
連
胆
振
総
支
部
）

副
委
員
長　

森
田　

俊
郎
（
室
蘭
市
職
労
）

副
委
員
長　

梅
津　
　

晶
（
む
か
わ
町
職
）

書

記

長　

選
出
中　
　

（
む
か
わ
町
職
）

書
記
次
長　

長
谷
川
智
彦
（
苫
小
牧
市
職
労
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
洞
爺
湖
町
労
連
）

副
委
員
長　

佐
々
木
勇
一
（
全
道
庁
労
連
空
知
総
支
部
）

副
委
員
長　

久
保
田
慎
二
（
深
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

鎌
塚　
　

誠
（
滝
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

萩
尾　

竜
司
（
北
竜
町
職
労
）

副
委
員
長　

金
瀧　

靖
次
（
奈
井
江
町
職
労
）

書
記
次
長　

佐
々
木
修
一
（
歌
志
内
市
職
労
）

副
委
員
長　

平
山　

直
人
（
中
札
内
村
職
・
専
従
）

副
委
員
長　

宗
信　
　

貢
（
全
道
庁
労
連
十
勝
総
支
部
）

副
委
員
長　

中
村　

賢
司
（
帯
広
市
労
連
）

副
委
員
長　

山
田　

和
弘
（
音

更

町

職
）

書

記

長　

選
出
中　
　

（
士

幌

町

職
）

書

記

長　

北
本　

靖
夫
（
真
狩
村
職
労
・
専
従
）

委

員

長　

松
本　

将
門
（
全
道
庁
労
連
上
川
総
支
部
）

副
委
員
長　

髙
橋　

利
玄
（
音
威
子
府
村
職
）

副
委
員
長　

高
野　
　

尚
（
上
川
町
職
労
）

副
委
員
長　

関
澤　

博
行
（
富
良
野
市
労
連
）

副
委
員
長　

森
川　

裕
美
（
旭
川
市
職
労
）

書

記

長　

櫻
井　

憲
太
（
剣
淵
町
職
労
）

副
委
員
長　

樋
口　

信
一
（
全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
）

副
委
員
長　

松
田　

勝
行
（
函
館
病
院
労
組
）

副
委
員
長　

角
田　

晃
教
（
函
館
市
交
通
労
組
）

副
委
員
長　

紙
谷　
　

一
（
福

島

町

職
）

書

記

長　

帰
山　

淳
一
（
知
内
町
職
・
専
従
）

石
狩

後
志

上
川

　

専
従
期
間
も
残
る
と
こ
ろ
あ
と
３
カ

月
。
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
９
カ
月
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
賃
金
確
定
闘
争
、
参

院
選
な
ど
の
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
が
、

最
後
ま
で
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
事
評
価
制
度
の
導
入
や
人
勧
の
完
全

実
施
な
ど
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
道
本

部
や
他
の
地
方
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
、

連
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

不
勉
強
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

専
従
期
間
と
し
て
半
分
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。
昨
年
は
、
単
組
の
脱
退
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
方
本
部
体
制

の
見
直
し
が
一
番
の
出
来
事
と
思
え
ま

す
。
今
年
は
、
新
し
い
体
制
で
、
組
織
強

化
に
む
け
て
各
単
組
と
連
携
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

『
戦
う
』
こ
と
は
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
春
闘
を
は
じ
め
『
た
た
か
う
』

こ
と
は
私
た
ち
に
は
重
要
で
す
。
今
年
も

『
た
た
か
う
』
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
運
動

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

網
走
に
来
て
早
く
も
２
回
目
の
年
越
し

で
す
。
昨
年
は
体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
心
身
を
鍛
え
つ

つ
、
運
動
の
前
進
に
む
け
頑
張
り
ま
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

賃
金
闘
争
・
人
員
確
保
・
自
主
福
祉
に
全
力

組
合
員
と
と
も
に「
え
さ
き
」必
勝

釧
根

忙中余話

※
地
方
本
部
の
専
従
者
は
、４
月
に
も
交
代
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
実
践
に
よ
り
、
参
議
院
選

挙
で
は
確
実
に
「
え
さ
き
」
に
結
び
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
お
願
い

ば
か
り
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

専
従
に
な
っ
て
早
い
も
の
で
１
年
８
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
専
従
者
と
し
て
ま
だ

ま
だ
足
り
な
い
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
残
さ
れ
た
３
カ
月
間
、
組
合
員
の

た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

　

専
従
に
な
っ
て
９
カ
月
、
時
間
の

流
れ
が
あ
ま
り
に
早
く
感
じ
ま
す
。

今
年
も
自
治
労
運
動
推
進
お
よ
び
地

方
本
部
発
展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、�������������������������������������

自
分
自
身
へ
の
問
い
か
け
を
忘
れ
ず
に
ま

い
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

専
従
期
間
も
残
り
３
カ
月
。
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
任
務
を
こ
な
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
メ
タ
ボ
は
解

消
さ
れ
ず
。
残
さ
れ
た
期
間
、
山
積
す
る

諸
課
題
の
解
決
に
む
け
、
よ
り
一
層
、
身

も
心
も
引
き
締
め
頑
張
り
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
今
、
と
い
う
感
じ
の
１
年

９
カ
月
。
知
識
と
経
験
が
、
車
の
走
行
距

離
に
比
例
し
て
伸
び
る
と
い
い
の
で
す

が
、
現
実
は
甘
く
は
な
い
。
新
年
を
迎
え

気
持
ち
を
新
た
に
、
運
動
が
前
進
す
る
よ

う
今
後
も
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

書

記

長　

西
野　

幸
恵
（
深
川
市
職
労
・
専
従
）
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４日㈪　道本部旗開き
７日㈭　第９回執行委員会
８日㈮　道本部春闘討論集会
　　　　（～９日、札幌市）

１月

道本部ホームページ
組合員専用
ページは

ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

　

あ
っ
と
い
う
間
に
９
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
…
。
至
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
単
組
の

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
新
年
を
迎
え
気
持
ち
も
体
も
引
き

締
め
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

期
間
延
長
に
よ
り
３
年
目
の
専
従
に
突

入
…
。
気
持
ち
新
た
に
黒
Ｙ
シ
ャ
ツ
を
大

量
購
入
し
ま
し
た
！
ま
ず
は
残
さ
れ
た
３

カ
月
、
賃
金
闘
争
・
人
員
確
保
・
選
挙
闘

争
・
自
主
福
祉
に
主
眼
を
置
き
、
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

新地本四役


